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【Computer Science Monographs】

ソフトウェアの研究開発に関する報告誌，不定期刊行。No.31（2005）より冊子と併せて Onlineでの全文公
開を開始。No.35（2021）に完全 Online化。
編集委員会（令和5.4.1現在）
　委員長：上野 玄太
　委員　：中野 慎也，三分一 史和

令和4年度の発行はありませんでした。

【Research Memorandum】研究結果の迅速な公開を目的とするテクニカルレポート。

No.1218：  中西 正，混合時系列回帰モデルの推定に精度ついて―Rパッケージ‘midasr’によるモンテカル
ロ実験―

No.1219：  千田 隆，中西 正，プライマリーバランス赤字の持続可能性について
No.1220：  Kumon, M., Information geometry of multiple martingale models

No.1221：  Mano, S., A measure-on-graph-valued diffusion, a particle system with collisions, and their applications

No.1222：  野間 久史，ネットワークメタアナリシス・メタ回帰における Kenward-Roger補正による推測手法

【統計計算技術報告】計算機の運用に関するテクニカルレポート。ISM Reports on Statistical Computing

令和4年度の発行はありませんでした。

【研究教育活動報告】研究あるいは教育活動の記録。

No.53：  統計数理研究所，総合研究大学院大学 複合科学研究科 統計科学専攻，2022年 統計数理研究所オー
プンハウスポスター発表 及び 統計科学専攻学生研究発表会 資料集（2022.8）

No.54：  総合研究大学院大学 複合科学研究科 統計科学専攻（編），2022年度 総合研究大学院大学 統計科学
専攻 学生研究発表会 報告集（2023.2）
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【統計数理セミナー】

原則毎週水曜日の午後4時から, 所内教員および国内外からの研究者による一日2人40分ずつの講演を開催。
なお,  新型コロナ感染拡大防止のため,  統計数理セミナーは現在オンラインで開催している。

坂田　綾香：アロステリック効果の進化モデル，2022.4.13

鎌谷　研吾：区分的確定的マルコフ過程のモンテカルロ法，2022.4.20

田中　未来：Lipschitz連続的平滑化を用いた平滑化加速近接勾配法，2022.4.20

福水　健次：Sim2Real転移学習におけるスケール則，2022.4.27

藤田　　茂：宇宙天気現象の数値シミュレーション，2022.5.11

ウ ステファン：パフォーマンスベースの確率論的緊急地震速報に向けて，2022.5.18

村上　大輔：Aggregation of expertsによる空間回帰の高度化の検討，2022.5.25

湯浅　良太：行列正規分布に関する縮小推定，2022.5.25

栗木　　哲：分散不均一なガウス確率場に対するチューブ法，2022.6.1

林　　慶浩：高分子物性自動計算システム RadonPyの開発と産学連携によるデータプラットフォームの
共創，2022.6.1

熊澤　貴雄：地震活動の異常性のモデリング，2022.6.8

前田　忠彦：日本人の国民性調査―近年の動向と今後の課題，2022.6.8

二宮　嘉行：因果推論におけるスパース推定のための情報量規準，2022.6.22

山下　智志：大規模財務データを用いた企業景況分析：コロナが与えた影響など，2022.6.22

藤澤　洋徳：歪正規分布において過剰パラメータ構造を利用した加速 EMアルゴリズム，2022.6.29

吉田　　亮：データ駆動材料科学における統計科学の諸問題，2022.6.29

矢野　恵佑：最小情報従属モデリング，2022.7.6

菊地　和平：非線形表面波の伝搬について，2022.7.13

奥野　彰文：A greedy and optimistic approach to clustering with a specified uncertainty of covariates，2022.7.13

横山　雅之：核融合研究における統計数理モデリング事例，2022.7.20

武流野・F・ロウレンソ：自己双対錐多面体とそのスラック行列，2022.7.20

加藤　直子：大学共同利用機関における職場環境と研究生産性の関連の実証研究，2022.7.27

池田　思朗：いて座 A*に関する Event Horizon Telescopeの成果について，2022.9.21

松井　知子：Tukey g-and-h分布を利用した都市部の熱波の時空間解析，2022.9.21

庄　　建倉：Estimation, diagnostics, and extensions of nonparametric Hawkes processes，2022.9.28

南　　和宏：公的ミクロデータに対する k-匿名化加工の検討，2022.9.28

日野　英逸：双対ガンマ冪ダイバージェンスによるロバストな分布混合と能動学習への応用，2022.10.5

川崎　能典：GARCH-UGH法によるバリュー・アット・リスクの推定，2022.10.5

野場　　啓：Lévy過程に対する, 古典的反射戦略および Poisson的反射戦略の最適性，2022.10.12

小山　慎介：多変量感染症時系列モデル，2022.10.12

間野　修平：グラフ上の測度値拡散，衝突粒子系，それらの応用，2022.10.19

島谷　健一郎：非定常で繰り返し可能なクラスター点過程，2022.10.19

10 研究成果の発表
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青木　祐太：マルチタスク学習による高分子 /溶媒系の相溶性予測モデルの構築，2022.10.26

Le Thanh Tam：Optimal transport and its applications on machine learning，2022.11.2

今泉　允聡：非スパースな高次元漸近論の理論と応用，2022.11.2

大久保　祐作：ベイズモデルを用いたマクロ進化の種間比較生物学研究と BSDSモデル，2022.11.9

上野　玄太：極値時系列の状態空間モデル，2022.11.9

逸見　昌之：診断研究のメタアナリシスにおける要約 ROC曲線について，2022.11.16

本武　陽一：材料パターン情報学のための各種手法開発について，2022.11.30

持橋　大地：Nonparametric Bayesian Deep Visualization，2022.11.30

加藤　昇吾：多次元トーラス上のデータのためのコピュラモデル，2022.12.7

中野　慎也：ISSの極端紫外光画像からの電離圏構造推定，2022.12.7

Petrillo Giuseppe：Including stress relaxation in point-process model for seismic occurrence，2022.12.14

船渡川　伊久子：COVID-19と健康関連指標の推移，2022.12.14

菅澤　翔之助：ベイズ的予測統合による柔軟な空間予測，2022.12.21

野間　久史：ネットワークメタアナリシスにおける外れ値の検出と影響力解析，2023.1.11

三分一　史和：円筒プラズマ乱流データの理解に向けた統計的時系列解析の適用性，2023.1.18

伊庭　幸人：事後分布からのサンプルを利用したブートストラップ法とデータ空間での漸近論，2023.1.25

彭　　　鴻：2001年から2021年までの日本におけるMj3.0からMj7.4の本震に対する前震の研究，2023.1.25

室田　一雄：離散凸解析を俯瞰する，2023.2.1

有竹　俊光：変数の拡張に対する最適輸送を用いたドメイン適応，2023.2.8

朴　　堯星：長期継続調査項目から見た日本人の国民性調査，2023.2.8

清水　信夫：名義変数を含む2つのカテゴリー変数間の相関，2023.2.22

Spodarev Evgeny：Prediction of stationary random functions with level sets，2023.2.22

伊藤　　聡：不確かさのもとでの意思決定～測度の最適化～，2023.3.1

吉本　　敦：受粉サービスを考慮した土地利用最適化モデリング，2023.3.1

松井　茂之：臨床試験での適応的解析・デザイン：推定バイアス補正と選択的推論，2023.3.8

金藤　浩司：ある種の環境基準値に関する分布についての一考察，2023.3.15

長尾　大道：人工知能と自然知能の対話・協働による地震研究の新展開，2023.3.15

【オープンハウス】

テーマ　 「データとシステムの数理が紡ぐ未来社会」
日程　2022年6月17日（金）
会場　オンライン開催
対象　  共同利用・共同研究に関心のある研究者・企業、総研大／統数研への進学を考えている学生・大

学院生・社会人等
内容
　■　公開講演会『ウィズ／ポストコロナの新社会設計』
　　　永原正章（北九州市立大学　環境技術研究所　教授）
　　　「コロナ感染拡大を抑制するためのシステム制御アプローチ」
　　　米岡大輔（国立感染症研究所　感染症疫学センター　疫学統計室長）
　　　「パンデミックにおける公衆衛生データの統計解析」
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　　　船渡川伊久子（統計数理研究所　データ科学研究系　准教授）
　　　「統計数理研究所での研究紹介」

　　　Zoomウェビナー視聴者　294名

　■　研究内容ポスター展示（会場：Gather.Town）
　　　ポスター 113枚　＊11：00～12：00コアタイムに内容説明

　■　統計よろず相談室
　　　相談件数：4件

　■　総合研究大学院大学　複合科学研究科　統計科学専攻　大学院説明会
　　　大学院説明会および修了生による講演会：参加者数　51名

・オープンハウス前日に連携イベントとしてシンポジウムを開催した。
　新学習指導要領と STEAM教育が創り出す「社会に活かす統計の考え方」シンポジウム
　日程　2022年6月16日（木）14：00～18：00

　会場　オンライン開催
　プログラム
　　　オリエンテーション　椿 広計（統計数理研究所長）
　　　基調講演　鈴木 和幸（電気通信大学　特任教授・名誉教授）

　　　「問題解決プロセスと AI・データサイエンス」
　　　講　　　演　西村 圭一（東京学芸大学大学院　教授）

　　　「統計教育の社会実装に向けて」
　　　講　　　演　槙田 直木（統計センター　統計技術・提供部長）

　　　「社会に活かす公的統計」
　　　講　　　演　山下 雅代（東京学芸大学先端教育人材育成振興機構　准教授）

　　　「問題解決すごろくと身近な例」
　　　パネル討論　「社会に活かす統計の考え方」

　共催　大学共同利用機関法人　情報・システム研究機構　統計数理研究所
　　　　国立大学法人　電気通信大学
　　　　国立大学法人　東京学芸大学
　　　　独立行政法人　統計センター

　　　Zoomウェビナー視聴者　355名
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【オープンハウスポスター展示】　2022.6.17　オンライン開催（2022.6.29より統計数理研究所学術研究
リポジトリ（RISM）にて公開）

モデリング研究系
川崎　能典：時系列モデルと極値理論による金融リスク管理
吉本　　敦：異時点間集約を伴う森林資源管理最適化モデルの比較
庄　　建倉：Residual analysis for a zero-inflation hidden Markov model

瀧澤　由美：マイクロ波円偏波アンテナの研究とリモートセンシングシステムへの適用
三分一　史和：A comparison of bootstrap methods for causality analyses of multivariate time series

松井　知子：統計的機械学習の応用研究
伊庭　幸人：ベイズ事後分布に含まれる頻度論的な情報の利用
日野　英逸：Bregman/Power divergenceによるロバスト能動学習
小山　慎介：Hawkes型計数時系列モデル
鎌谷　研吾：非対称メトロポリス法
上野　玄太：相対論的正規混合分布モデル
中野　慎也：Echo state networkによるオーロラ電流非線型応答の解析
藤田　　茂：磁気圏電離圏グローバル再解析データ作成のための基盤研究
大久保　祐作：寄生虫群集組成調査のための2段階推定法

データ科学研究系
南　　和宏：公的ミクロデータに対する k-匿名化加工の検討
前田　忠彦：日本人の国民性調査プロジェクト 近年の成果と今後の課題
朴　　堯星：“日本型移住ソーシャル・ネットワークの測定”を試みる：義理人情度からみた地方への移
住意向

加藤　直子：公的研究機関における職場環境と研究成果生産性の関連の実証研究
芝井　清久：核軍縮問題における日本・広島長崎・アメリカの世論分析
LE DUC ANH：Recent Achievements of Deep Learning on Recognition of Modern Japanese Magazines

山下　智志：大規模財務データと銀行与信データを用いた経営状態分析：コロナ政策が中小企業経営に
もたらしたキャッシュリッチ状態

金藤　浩司：水質汚濁に係る大腸菌数の環境基準に関しての一考察
松井　茂之：個別化医療の開発と検証のための統計的方法論の研究
船渡川　伊久子：日本人の身体計測値の長期推移
野間　久史：Comparative Effectiveness Research，Precision Medicineのための臨床試験エビデンス統合解析
清水　信夫：2つのカテゴリー変数間の相関係数
吉田　　亮：統計数理研究所におけるデータ駆動型材料研究の実践
足立　　淳：分子進化と分子系統学による失われた生物多様性の解明
島谷　健一郎：天然性2次林再生過程を追う時空間データ
WU STEPHEN：パフォーマンスベースの確率論的緊急地震速報に向けて
村上　大輔：Aggregation methodによる空間回帰の高度化
林　　慶浩：高分子物性自動計算システム RadonPyの開発と産学連携による高分子物性データベースの
共創

濵田　ひろか：研究評価基盤システムの改良
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田中　康裕：社会調査データを巡るデータライフサイクルマネジメント

数理・推論研究系
栗木　　哲：中心極限確率場に対する期待ミンコフスキー汎関数の漸近展開
二宮　嘉行：事前分布強調型の情報量規準 Prior Intensified Information Criterion

間野　修平：トーリックモデルと多変数超幾何函数
加藤　昇吾：円周上の混合分布モデルと交通量データへの応用
志村　隆彰：関数挙動に対する離散化の影響
矢野　恵佑：最小情報従属モデルによる依存関係の解析
福水　健次：深層生成モデルによる異常検知
藤澤　洋徳：歪正規分布における加速 EMアルゴリズム
持橋　大地：統計的自然言語処理と機械学習
逸見　昌之：推定関数から誘導される幾何構造
坂田　綾香：ベイズ推定を用いたグループテストによる検査エラー修正
伊藤　　聡：不確かさのもとでの意思決定
池田　思朗：Event Horizon Telescope による天の川銀河中心の Black Hole Shadow の撮影
田中　未来：Lipschitz 連続的平滑化を用いた平滑化加速近接勾配法
FIGUEIRA LOURENÇO BRUNO：Facial residual functions and error bounds for cones

研究センター等
公文　雅之：システム空間の不変な情報幾何学的構造
力丸　佑紀：空間回帰モデルのパラメータ推定における問題
熊澤　貴雄：非定常 ETASモデルで見る能登半島群発地震活動
XIONG ZIYAO：The research of the spherical space-time ETAS model

TRAN DUC VU：Tweet Analysis for Enhancement of COVID-19 Epidemic Simulation

小幡　進午：Spatial prediction of bird species richness in eastern USA using satellite imagery and ecological 

observation data

深澤　敦司：円偏波マイクロ波アンテナの基礎と応用研究
中西　　正：Data-Driven型最尤法の提案
尾形　良彦：長期短期の不完全性を有する広域地震カタログに対する階層型時空間 ETAS（HIST-ETAS）
モデルのデロネ平滑化による修正推定・予測法について

本武　陽一：ブロックコポリマー準安定構造の位相的データ解析
有竹　俊光：変数の拡張に対する最適輸送を用いたドメイン適応
坂本　航太郎：ニューラルアーキテクチャサーチの最適停止
中島　秀斗：グラスマン多様体上における fewshot learningについて
ZHENG NING：Randomized Methods for Nonnegative Constrained Graph Regularized Tensor Network 

Nonconvex Optimization

LIU CHANG：統計的機械学習による新規準結晶の探索：現状と課題
青木　祐太：機械学習による高分子相溶性の予測
髙橋　愛子：産学連携コンソーシアムによるデータ駆動型高分子材料研究を変革する高分子物性データ
基盤の創出

草場　　穫：機械学習を用いたテンプレートベースの結晶構造予測
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江口　真透：動的治療計画のためのアンサンブル学習
岡　　　檀：COVID-19感染拡大が日本の自殺率にあたえた影響； 産業構造による地域差および性差
奥野　彰文：ランジュバン動力学を用いた過剰パラメータモデルの汎化ギャップ推定
服部　公平：銀河系における小スケール暗黒物質への制限：GD-1 stream と球状星団の近接遭遇確率の計
算

白崎　正人：2021年度の研究活動について
野場　　啓：Lévy過程を用いた最適配当問題
湯浅　良太：行列正規分布に関する一般化ベイズ縮小推定量の優越性
菊地　和平：重力異常値解析に基づく地震活動度の推定
千野　雅人：統計エキスパートを育成する好循環システムの構築 ～米国‘Best Business Jobs’ランキン
グ第3位の‘Statistician’～

中西　寛子：離散変量と連続変量が混在する場合の距離とＭＴシステム
室田　一雄：整凸関数と分離凸関数に対するフェンシェル双対性
岩﨑　　学：集計データの統計解析（エコロジカルインファレンス）
澤村　保則：統計・データの利活用にも有用な質保証の取組
国友　直人：市場ノイズ下でのジャンプ・ブラウン運動の汎関数の局所 SIML推定
折笠　秀樹：心房細動患者の予後予測モデルの性能評価 －ロジスティック回帰とランダムフォレストの
比較－

神谷　直樹：選択行動におけるマッチング現象のロジスティック回帰モデル
神保　雅一：グループテストにおける事後確率推定とその応用
水田　正弘：放射線療法への数理的アプローチ
高柳　昌芳：分子シミュレーションと機械学習の融合
宮里　義彦：システム制御理論の研究 ～ 統計科学と制御科学の接点
岡本　　基：公的統計ミクロデータ利用の新時代 －情報・システム研究機構による利用支援－

総研大学生
中島　和基：確率場に対する極値理論
谷本　悠斗：利得がアームを引く間隔に依存する場合のバンディットアルゴリズム
南　　俊匠：アフィンカップリング型モデル変換による転移学習
佐川　正悟：Multifidelity能動学習を用いた段階的ドメイン適応
馬場　崇充：周辺構造モデルにおける二重に頑健なモデル選択基準
川島　貴大：ガウス過程 Koopmanモード分解
松尾　裕樹：評価条件違いにおける階層モデルの転移学習
牛　　源源：Gravity Bayesian inversion with second-order smoothness prior over the Delaunay Tessellation

尾﨑　凌斗：Coxモデルにおける変化点検出のための情報量規準
木村　正成：Information Geometry of Dropout Training

髙橋　翔大：ブラインド・デコンボリューションに対する非平滑正則化項付き DC 最適化アプローチ
小野　　元：予期しない値にも対処可能なプライバシ保護に向けて
竹原　一彰：識別的ベイズ離散ガウス過程潜在空間モデル
豊田　祥史：ラベルの階層性を用いた不変学習
岩山　めぐみ：材料科学における多次元出力変数の教師あり学習
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笹井　健行：Robust and Sparse Estimation of Linear Regression Coefficients with Heavy-tailed Responses and 

Covariates

田沼　　巌：楽曲推薦のためのコンテンツ情報を統合した再生回数モデリング
阿部　穂日：表データの非決定論的最適セル秘匿処理に対する安全性の検討
佐藤　峰斗：等価重み粒子フィルタによる変数・パラメータの事後分布推定
宮澤　脩一：離散イベント時系列からの潜在的な競争の推定
玉野　浩嗣：時系列非補償型MIRTモデルにおける実データ適用
相澤　　景：アンサンブルカルマンフィルタによるエージェントベースモデルのオンライン推定法
三原　千尋：最近のセルフアテンションの計算量削減手法の紹介
安井　雄一郎：特許引用ネットワークに対する生成モデル
園田　桂子：MT法を用いたレコードリンケージのための特徴量選択

【特別講演】統計数理研究所内で行われた講演

Kanagawa, Motonobu （EURECOM）, Counterfactual mean embeddings, 2022.09.27

Zhang, Fangyuan （EURECOM）, Intergenerational risk sharing in a defined contribution pension system: Analysis 

with Bayesian optimization, 2022.09.29

西川 友章 （京都大学防災研究所）, Application of the ETAS model to slow earthquake research, 2022.10.03

Spodarev, Evgeny （Ulm University）, Spectral properties of fullerenes, 2022.10.06

上田 正仁 （東京大学大学院 理学系研究科・知の物理学研究センター）, 物理学と AIの相互交流から生まれる新しい
可能性について，2022.10.11

唐木田 亮 （産業技術総合研究所・人工知能研究センター）, 継続学習における自己知識転移と忘却，2022.10.11

An, Chen （Ulm University）, Individual demand for retirement products 2022.10.11

Sethi, Suresh P. （University of Texas at Dallas）, Hierarchical and mixed leadership games for dynamic supply chains: 

Applications to cost learning and co-op advertising, 2022.10.31

Rahmani, Sofiane （CRAAG）, Time-dependent and spatiotemporal statistical analysis of Algerian, 2022.11.14

Hwang, Hsien-Kuei （Academia Sinica）, Bell numbers in Matsunaga's and Arima's Genjiko combinatorics: Modern 

perspectives and local limit theorems, 2022.12.12

Kanagawa, Heishiro （Newcastle University）, Controlling moments with kernel stein discrepancies, 2022.12.22

佐藤 大祐 （京都大学防災研究所）, Inventing appropriate solving methods of hierarchical Bayesian inversions when 

using regularization priors, 2022.12.26

Garreau, Damien （Université Côte d'Azur）, A sea of words: An in-depth analysis of anchors for text data, 2023.01.06

Zhang, Michael Minyi （香港大学）, Latent variable modeling with random features, 2023.01.12

Liu, Tianxiang （Tokyo Institute of Technology）, Doubly majorized algorithm for sparsity-inducing optimization 

problems with regularizer-compatible constraints, 2023.02.24

廣瀬 慧 （九州大学 マス・フォア・インダストリ研究所）, 材料科学及びエネルギー科学における統計解析，
2023.03.03

Huang, Hsin-Hsiung （University of Central Florida）, Bayesian methods: ultrahigh dimensional variable selection for 

generalized linear models and spatiotemporal data modeling, 2023.03.16

Hainzl, Sebastian （GFZ German Research Centre for Geosciences）, Stress-based seismicity modeling, 2023.03.17
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Stockman, Sam （University of Bristol）, Forecasting the 2016-2017 central apennines earthquake sequence with a neural 

point process, 2023.03.17

Graczyk, Piotr （Université d'Angers）, Pattern recovery by penalized estimators with polyhedral penalty, 2023.03.17
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11 統計思考力育成事業・指導援助等

【公募型人材育成事業】

［ワークショップ］
b．複雑構造モデリンググループ
9．その他
2022-思考院 -7001　ネットワーク科学研究会
阿部　真人（同志社大学），小山　慎介（統計数理研究所），翁長　朝功（東北大学），長谷川　雄央（茨城大学），
水高　将吾（北陸先端科学技術大学院大学），浅谷　公威（東京大学），中嶋　一貴（東京工業大学），板尾　健司（東
京大学），姫岡　優介（東京大学），酒井　高良（東北大学），神谷　俊輔（東京大学），図斎　大（東北大学），志
田　洋平（東京工業大学），武内　慎（（株）サイバーエージェント /筑波大学），尹　松豪（東京大学），中条　雅貴（北
陸先端科学技術大学院大学），井上　巨人（神戸大学），大本　育実（理化学研究所 脳神経科学研究センター），瀧口　
由宇（北海道大学），福嶋　誠（奈良先端科学技術大学院大学）

c．データ同化グループ
4．物理科学分野
2022-思考院 -7003　データ同化夏の学校
中野　慎也（統計数理研究所），碓氷　典久（気象研究所），藤井　陽介（気象研究所），広瀬　成章（気象庁気
象研究所），上野 玄太（統計数理研究所），山崎　哲（海洋研究開発機構），大石　俊（理化学研究所），広瀬　直
毅（九州大学応用力学研究所），劉　天然（九州大学応用力学研究所），伊藤　耕介（琉球大学），鳥山　菜海子（お
茶の水女子大学），田村　香子（お茶の水女子大学），末木　咲衣（東京農工大学），赤見　彰一（筑波大学），駒
﨑　寛和（筑波大学），宗形　烈人（福島大学），内林　大志（北海道大学），中下　早織（京都大学），澤田　
尚樹（京都大学），谷口　勝平（九州大学），河﨑　文俊（九州大学），尾崎　伸一郎（九州大学），広城　芳樹（九
州大学），島袋　琉（熊本大学），鈴木　和良（海洋研究開発機構）

e．計量科学グループ
3．生物科学分野
2022-思考院 -7007　第17回 Biostatisticsネットワーク
佐藤　俊哉（京都大学），逸見　昌之（統計数理研究所），田中　司朗（京都大学），大宮　將義（京都大学），佐野　
由佳（京都大学），揖斐　裕実子（京都大学），黒田　理貴（京都大学），十島　玄汰（京都大学），西尾　和恭（京
都大学），江村　剛志（久留米大学），松本　晃太郎（久留米大学），柳川　堯（久留米大学），廣瀬　英雄（久留米
大学），尻枝　勝敏（久留米大学），中倉　章祥（久留米大学），矢野　浩史（久留米大学），園田　梨乃（久留米大学），
古川　築（久留米大学），山本　和嬉（久留米大学），横田　勲（北海道大学），岡田　和史（北海道大学），楊　一
馳（北海道大学），栗原　知己（北海道大学），卯野木　陽子（北海道大学），稲尾　翼（北海道大学），山田　大航（北
海道大学），服部　聡（大阪大学），森川　耕輔（大阪大学），小向　翔（大阪大学），周　怡（大阪大学），藤原　隆
弘（大阪大学），辻本　直人（大阪大学），唐　誠尭（大阪大学），別府　健治（大阪大学），川口　純加（大阪大学），
小林　優香（大阪大学），角南　玖斗（大阪大学），水田　和成（大阪大学），小寺　和磨（大阪大学），大庭　幸治
（東京大学），野村　尚吾（東京大学），塘　由惟（東京大学），澤本　涼（東京大学），白土　航大（東京大学），金　
宰旭（東京大学），牛渡　愛（北里大学），相澤　宥斗（北里大学），水下　裕貴（北里大学），寒水 孝司（東京理
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科大学），篠崎　智大（東京理科大学），安藤　宗司（東京理科大学），中川  雄貴（東京理科大学），松浦　健太郎（東
京理科大学），入江　佳輝（東京理科大学），佐野　和幸（東京理科大学），外囿　拓郎（東京理科大学），宮岡　大
純（東京理科大学），板橋　秀晃（東京理科大学），奥村　旭（東京理科大学），桐原　巧（東京理科大学），堀江　悠
生（東京理科大学），新谷　歩（大阪市立大学），吉田　寿子（大阪市立大学），今井　匠（大阪市立大学），加葉田　
大志朗（大阪市立大学），谷内　颯樹（大阪市立大学），相田　麗（大阪市立大学），河合　稜太（大阪市立大学），
小宮　枝里子（大阪市立大学），田本　光拡（大阪市立大学），加澤　昌広（大阪市立大学），佐藤　仁信（大阪市立
大学），大谷　美穂（大阪市立大学），木村　哲也（大阪市立大学），井原　康貴（大阪市立大学），狩谷　佳寛（大
阪市立大学），用貝　俊和（大阪市立大学），野々宮　悠太（大阪市立大学），大道　千陽（大阪市立大学），栗生　
薫（大阪市立大学），田栗　正隆（横浜市立大学），山本　紘司（横浜市立大学），三枝　祐輔（横浜市立大学），篠
田　覚（横浜市立大学），郷　洋文（横浜市立大学），田村　惇（横浜市立大学），岡村　真喜子（横浜市立大学），
小井　結南（横浜市立大学），小林　実結（横浜市立大学），西川　智美（横浜市立大学），折原　隼一郎（横浜市立
大学），興梠　陽介（横浜市立大学），内野　翔太（横浜市立大学），角田　侑平（横浜市立大学），四宮　佐恵（大
阪公立大学），稲尾　翼（北海道大学 /北海道大学病院），大倉　裕希（北海道大学），黄江　一輝（東京理科大学），
佐澤　真比呂（東京理科大学），菅原　樹希（東京理科大学），田村　彰汰（東京理科大学），程　美嘉（大阪大学），
糸林　秀真（大阪大学），天本　祐輔（久留米大学），石原　和彬（久留米大学），岩下　佳史（久留米大学），緒方　
涼太（久留米大学），高尾　結佳（久留米大学），船津　由伸（久留米大学）

e．計量科学グループ，f．構造探索グループ
2．情報科学分野，7．社会科学分野
2022-思考院 -7005　探索的ビッグデータ解析と再現可能研究
地道　正行（関西学院大学），川崎　能典（統計数理研究所），阪 智香（関西学院大学），宮本　大輔（東京大学），
小池　祐太（東京大学），瓜生　伸也（徳島大学）

f．構造探索グループ
3．生物科学分野
2022-思考院 -7008　数学を用いる生物学：理念・概念と実践・方法論
島谷　健一郎（統計数理研究所），萩原　広道（東京大学），塚田　祐基（名古屋大学），深谷　肇一（国立環境研究
所），荒木　希和子（滋賀県立大学），山本　誉士（明治大学），村瀬　香（名古屋市立大学），深澤　圭太（国立環
境研究所），伊藤　浩史（九州大学），森元　良太（北海道医療大学），松王　政浩（北海道大学），高須　夫悟（奈
良女子大学），風間　健太郎（早稲田大学），柳川　亜季（明星大学），川森　愛（統計数理研究所），長田　穣（水
産研究・教育機構），潮　雅之（京都大学），三中　信宏（農研機構），松永　倫子（大阪大学），木村　暁（国立遺
伝学研究所），阪上　雅昭（京都大学），高野（竹中）　宏平（長野県環境保全研究所），藤岡　春菜（岡山大学），井
上　巨人（神戸大学），森田　慶一（総合研究大学院大学），近藤　勇人（東京大学），矢島　豪太（日本大学），竹
重　志織（放送大学），伊藤　慶造（北海道大学），伊藤　淳平（京都大学），景山　拓矢（京都大学），林　玲奈（九
州大学），島　玄太（京都大学），竹内　峻平（東京大学），林　息吹（京都大学），野口　幹仁（京都大学），青柳　
紗月（奈良女子大学），関　恭佑（北海道大学），龍山　海（北海道大学），長岡　祥平（北海道大学），渡邊　絵美
理（東京大学），雒　文青（北海道大学），山本　竜司（北海道大学），高井　優生（九州大学），西川　聖哲（横浜
国立大学），大竹　裕里恵（東北大学）
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i．数理最適化グループ
1．統計数学分野
2022-思考院 -7006　連続最適化および関連分野に関する夏季学校
田中　未来（統計数理研究所），檀　寛成（関西大学），成島　康史（慶應義塾大学），畔上　秀幸（名古屋産業科学
研究所），後藤　順哉（中央大学），羽田　充宏（大阪大学），石神　裕也（静岡大学）

j．その他
2．情報科学分野
2022-思考院 -7004　理数系教員統計・データサイエンス授業力向上研修集会
渡辺　美智子（立正大学），椿　広計（統計数理研究所），森　永壽（島根県），菅　由紀子（DS協会／（株）

Rejoui），林　宏樹（兵庫県立姫路西高等学校），長尾　篤志（文部科学省），林　兵馬（神戸大学），竹内　光悦（実
践女子大学），入倉　則夫（元株式会社デンソー），青山　和裕（愛知教育大学）

4．物理科学分野
2022-思考院 -7009　地球科学データへの統計・数理手法適用に関するワークショップ
菊地　和平（統計数理研究所），矢野　恵佑（統計数理研究所），井上　智裕（京都大学理学研究科），三分一　史和
（統計数理研究所），村本　智也（産業技術総合研究所），田邉　國士（統計数理研究所 / 早稲田大学 / RIKEN），横山　
雅之（自然科学研究機構核融合科学研究所），野村　俊一（早稲田大学），岩崎　杉紀（防衛大学校），磯　真一郎（公
益財団法人深田地質研究所），深畑　幸俊（京都大学），佐藤　大祐（京都大学），奥脇　亮（筑波大学），野末　陽
平（京都大学），島谷　健一郎（統計数理研究所），井上　巨人（神戸大学），小林　達哉（核融合科学研究所），石
井　友一朗（神戸大学）

9．その他
2022-思考院 -7002　統計サマーセミナー 2022

吉田　拓真（鹿児島大学），藤澤 洋徳（統計数理研究所），永井　勇（中京大学），稲津　佑（名古屋工業大学），矢
田　和善（筑波大学），森川　耕輔（大阪大学），寺田　吉壱（大阪大学），高岸　茉莉子（大阪大学），山本　倫生
（岡山大学），小泉　和之（横浜市立大学），林　賢一（慶應義塾大学），谷岡　健資（同志社大学），土田　潤（同
志社大学），清水　優祐（城西大学），松井　秀俊（滋賀大学），玉谷　充（島根大学），保科　架風（青山学院大学），
鈴木　大慈（東京大学），酒折　文武（中央大学），中川　智之（東京理科大学），川野　秀一（電気通信大学），岡
田　謙介（東京大学），川島　孝行（東京工業大学），今泉　允聡（東京大学），橋本　真太郎（広島大学），伊森　
晋平（広島大学），廣瀬　雅代（九州大学），廣瀬　慧（九州大学），山添　滉弥（千葉大学），小杉　拓生（千葉大学），
蔣　思澄（千葉大学），渡邊　宏大（千葉大学），松本　美幸（千葉大学），中島　和基（総合研究大学院大学），桃
木　光輝（鹿児島大学），鬼塚　貴広（広島大学）

【公開講座】

　統計思考力育成事業の一環として，研究者・学生・一般社会人のための統計数理に関する公開の講座を
開催している。内容は年度によって異なる。令和4年度は一般講座を2講座開催し，すべての講座をオンラ
イン開催とした。リーディング DAT講座は4講座をオンラインにて開催した。また，新たにリーディング
DAT無料講座を開設し3講座を開催した。令和4年度の受講者数は1029人となり，昭和44年度からの開催講
座数は延べ401講座5コース（うち1コースはハーフコース），受講者総数は29,913人にのぼる。
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　令和4年度に開催した講座は次のとおりである。

＜一般講座＞
A. 多変量解析法（講義レベル：初級）

2022年8月4日（木）～8月5日（金）8月8日（月）～8月9日（火）10時～16時45分（1日6時間　計23時間）
講師：馬場　康維・清水　信夫（統計数理研究所）・今泉　忠（多摩大学）
会場：オンライン
受講者数：79人

B. Rによる時空間モデリング入門（講義レベル：中級）
2022年10月21日（金）10時～17時（1日6時間　計6時間）
講師：村上　大輔（統計数理研究所）
会場：オンライン
受講者数：112人

 ＜リーディング DAT 講座＞
L-A．現代統計学の基礎

2022年9月15日（木）～9月16日（金）13時～17時（15日），10時～17時（16日）（1日6時間（15日は4時間）　
計10時間）
講師： 伊庭　幸人・二宮　嘉行・日野　英逸・坂田　綾香・矢野　恵佑・大久保　祐作（統計数理研究所）・

立森　久照（慶應義塾大学医学部医療システムイノベーション寄附講座）
会場：オンライン
受講者数：86人

L-B. 統計モデリング入門
2022年12月5日（月）～12月6日（火）10時～17時30分（1日6時間30分　計13時間）
講師：深谷　肇一（国立環境研究所）・野村　俊一（早稲田大学）
会場：オンライン
受講者数：80人

L-S1. 決定木とアンサンブル学習の基礎と実践
2023年1月17日（火）10時～17時（1日6時間　計6時間）
講師：瀧川　一学（理化学研究所・北海道大学）
会場：オンライン
受講者数：131人

L-S2. 統計的因果効果推定とその応用
2023年2月15日（水）10時～17時（1日6時間　計6時間）
講師：星野　崇宏（慶應義塾大学）
会場：オンライン
受講者数：150人
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＜リーディング DAT 無料講座＞
L-X1. グラフィカルモデル入門（1）－グラフの読み方・書き方

2022年8月31日（水）15時～17時（1日2時間　計2時間）
講師：坂田　綾香（統計数理研究所）
会場：オンライン
受講者数：208人

L-X2. グラフィカルモデル入門（2）－グラフと確率推論
2022年9月9日（金）15時～17時（1日2時間　計2時間）
講師：坂田　綾香（統計数理研究所）
会場：オンライン
受講者数：87人

L-Y1. 点過程の時系列解析入門
2022年11月30日（水）15時～17時（1日2時間　計2時間）
講師：小山　慎介（統計数理研究所）
会場：オンライン
受講者数：96人

【リーディングDAT】

　令和4年度は，4つのリーディング DAT講座「L-A. 現代統計学の基礎」，「L-B. 統計モデリング入門」，「L-

S1. 決定木とアンサンブル学習の基礎と実践」，「L-S2. 統計的因果効果推定とその応用」と3つのリーディン
グ DAT無料講座「L-X1. グラフィカルモデル入門（1）－グラフの読み方・書き方」「L-X2. グラフィカルモデ
ル入門（2）－グラフと確率推論」「L-Y1. 点過程の時系列解析入門」を開催した。
　前年度に引き続き，新型コロナウィルス感染拡大防止のため，すべての講座をオンラインで実施した。（参
加者数については公開講座の項を参照）
　講座詳細は以下の通り。

L-A．現代統計学の基礎
2022年9月15日（木）～ 9月16日（金）13時～ 17時（15日）10時～ 17時（16日）
講師： 伊庭　幸人・二宮　嘉行・日野　英逸・坂田　綾香・矢野　恵佑・大久保　祐作（統計数理研究所），立

森　久照（慶應義塾大学医学部医療システムイノベーション寄附講座）

L-B. 統計モデリング入門
2022年12月5日（月）～ 12月6日（火）10時～ 17時30分
テーマと講師：
「統計モデリングの基礎と応用―線形モデルから階層ベイズへ―」深谷　肇一（国立環境研究所）
「状態空間モデルによる時系列解析―KFASによる実践モデリング」野村　俊一（早稲田大学）
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L-S1. 決定木とアンサンブル学習の基礎と実践
2023年1月17日（火）10時～ 17時
講師：瀧川　一学（理化学研究所・北海道大学）

L-S2. 統計的因果効果推定とその応用
2023年2月15日（水）10時～ 17時
講師：星野　崇宏（慶應義塾大学）

〈リーディング DAT 無料講座〉
L-X1. グラフィカルモデル入門（1）－グラフの読み方・書き方

2022年8月31日（水）15時～ 17時
講師：坂田　綾香（統計数理研究所）

L-X2. グラフィカルモデル入門（2）－グラフと確率推論
2022年9月9日（金）15時～ 17時
講師：坂田　綾香（統計数理研究所）

L-Y1. 点過程の時系列解析入門
2022年11月30日（水）15時～ 17時
講師：小山　慎介（統計数理研究所）

【医療健康データ科学研究センター公開講座】

　医療健康データ科学研究センターでは，医療健康データに携わる研究者・社会人を対象として，公開の
講座を開講している。令和4年度に開催した講座は次の3講座であった。

A. 動的治療計画と強化学習：最近の動向Ⅱ
2022年8月26日（金）13時30分～ 16時30分（オンライン開催）
講師：江口　真透（統計数理研究所）
受講者数：169人

B. 観察研究における欠測データの統計解析と TARMOS ガイドライン
2022年12月3日（土）10時30分～ 12時30分（全2講義　ハイブリッド開催）
・「欠測データの統計解析：原理と基本的な方法」講師：水澤　純基（国立がん研究センター）
・「TARMOSガイドラインと事例解析：観察研究におけるデータ解析と論文報告の新しい指針について」
講師：野間　久史（統計数理研究所）
受講者数：252人

C. 交絡を考える
2023年2月10日（金）14時～ 16時15分（オンライン開催）
講師：佐藤　俊哉（京都大学）
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受講者数：255人

【医療健康データ科学研究センターWeb セミナー】

第1回
2022年10月4日（火）11時～ 12時30分
「統計的因果推論における効果の異質性の問題について」
芝　孝一郎 先生（Boston University School of Public Health）

受講者数：364人

第 2 回
2022年11月25日（金）17時～ 18時30分
「統計的機械学習とニューラルネットワークの基礎」
松井　孝太先生（名古屋大学）
受講者数：300人

第 3 回
2022年12月19日（月）17時～ 18時30分
「少ないデータを活用するための機械学習の方法と実践」
松井　孝太先生（名古屋大学）
受講者数：354人

第 4 回
2023年1月18日（水）13時30分～ 15時
「薬剤疫学と Real World Evidence」
石黒　智恵子先生（国立国際医療研究センター）
受講者数：337人

第 5 回
2023年2月7日（火）17時～ 18時30分
「生存時間解析の基礎」
杉本　知之先生（滋賀大学）
受講者数：370人

第 6 回
2023年3月22日（水）18時～ 19時30分
「直感で理解する DAG」
山崎　大先生（京都大学）
受講者数：336人
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【組織連携に基づくデータサイエンス講座企画】

　産学官の組織の要請を受け，データサイエンス講座をその内容と講師を合わせて企画し，提案を行うサー
ビス。
　令和4年度に実施された企画は以下の通り。＊印は大学院連携に基づく講座。

京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻
臨床統計家育成コース（AMED生物統計家人材育成支援事業）
統計基礎科目「統計的推測の基礎」
　　逸見　昌之

京都大学国際高等教育院
「データ科学：理論から実用へⅡ」
「データ科学：理論から実用へ演習Ⅱ」
　　中野　慎也

トヨタ自動車株式会社「データサイエンス研究会」
「ベイズ最適化とその停止基準」
　　日野　英逸
「教師なし学習による自然言語処理」
　　持橋　大地

東北大学大学院情報科学研究科 *

「複雑系統計科学」
　　小山　慎介

放送大学（番組制作への協力）
「機械学習概論 I」, 「機械学習概論 II」
　　赤穂　昭太郎（産業技術総合研究所）

【共同研究スタートアップ】

　統計思考院事業の一環として，研究課題の解決に当たってデータ解析・統計分析で悩みを抱えている研
究者を主な対象に，適切に問題を位置づけるためのアドバイスを行う場として本プログラムを用意してい
る。
　令和4年度の受付数は23件，相談内容は下記の通りである。
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テーマ 依頼者／所属 回答者 相談受付日
アンサンブル予報の精度検
証の新手法について

高谷祐平／気象研究所 日野英逸、服部公平、菊地和
平、池森俊文

2022/4/1

AI/MLについて 市川俊之／ Tetra Tokyo合同
会社

清水邦夫、柏木宣久、池森俊
文、菊地和平

2022/4/4

消費者購買情報データの解
析

古屋敦史／株式会社 mitoriz 清水邦夫、柏木宣久、池森俊
文、高橋啓、菊地和平、湯浅
良太

2022/4/8

会員数予測について 町野敦／岐阜県歯科医師会 池森俊文、菊地和平、柏木宣
久

2022/4/20

マルチレベルモデルの利用
について

廣澤聖士／慶應義塾大学 清水邦夫、小森理、柏木宣久、
池森俊文、高橋啓

2022/6/17
（統計よろず相談室）

統計解析ツールの利用につ
いて

有田亜希子／清泉女子大学 
教育・学修支援センター

池森俊文、高橋啓、清水邦夫、
柏木宣久、小森理

2022/6/17
（統計よろず相談室）

計測の不確かさについて 梅田章／慣性センサ応用技術
研究協会

柏木宣久、清水邦夫、池森俊
文、高橋啓、栗木哲

2022/6/17
（統計よろず相談室）

ベイズ最適化について 中島隆夫／三井情報株式会社 池森俊文、柏木宣久、清水邦
夫、小森理、高橋啓

2022/6/17
（統計よろず相談室）

複数のレベルでネストされ
たデータの研究デザインと
分析手法

廣澤聖士／慶應義塾大学大学
院

清水邦夫、柏木宣久、高橋啓、
菊地和平

2022/6/17

対数正規分布について 松山達／創価大学理工学部 清水邦夫 2022/7/6
ダム流入量予測について 天方匡純／八千代エンジニヤ

リング株式会社
清水邦夫、菊地和平、柏木宣
久

2022/7/12

多次元配置分散分析 廣澤聖士／慶應義塾大学大学
院

清水邦夫、池森俊文、高橋啓、
菊地和平

2022/7/20

敗者脱落アダプティブデザ
インについて

川野雅洋 清水邦夫、柏木宣久、菊地和
平

2022/8/3

パーソナルデータの利活用
について

江口彰／トヨタ・コニック・
アルファ株式会社

南和宏、池森俊文、菊地和平 2022/8/3

利益予想に関する分析 中井誠司／国士館大学経営学
部

池森俊文、柏木宣久、清水邦
夫

2022/9/14

実験計画について 大澤翔吾／ homie株式会社 清水邦夫、菊地和平、柏木宣
久

2022/9/20

甲状腺乳頭癌の長期予後に
ついて

岡本高宏／東京女子医科大学
内分泌外科

江口真透、小森理、清水邦夫、
菊地和平

2022/10/19

公共建築工事の積算調査
データのモデル化について

岩松準／（一財）建築コスト
管理システム研究所

清水邦夫、柏木宣久 2022/11/28

製造ラインにおける統計モ
デリングについて

安田周一郎／ＹＫＫ株式会
社、（共働先　YKK AP株式
会社）

清水邦夫、柏木宣久、高橋啓、
池森俊文

2022/12/12

高齢者の疾患構造 野尻宗子／順天堂大学 清水邦夫、柏木宣久、池森俊
文

2023/1/25

自動判定適用に向けた品質
管理方法について

今井済／株式会社 IHIエアロ
スペース　品質保証部　機能
品質保証グループ

清水邦夫、柏木宣久 2023/1/27
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テーマ 依頼者／所属 回答者 相談受付日
時系列データの統計的な妥
当性について

大西康之／株式会社　本田技
術研究所　先進技術研究所　
ダイナミクス領域

清水邦夫、柏木宣久、池森俊
文

2023/2/3

原発性副甲状腺機能亢進症
の責任病変の予測モデルに
ついて

中居伴充／東京女子医科大学
内分泌外科

清水邦夫、池森俊文、柏木宣
久

2023/2/13

【共同研究スタートアップから共同研究等への移行】

　2022年度は，共同研究スタートアップから共同研究への移行はなかった。

【共同研究スタートアップの利用者の研究報告等】

Tanioka, S., Yago, T., Tanaka, K., Ishida, F., Kishimoto, T., Tsuda, K., Ikezawa, M., Araki, T., Miura, Y. and Suzuki, H.: 

Machine learning prediction of hematoma expansion in acute intracerebral hemorrhage, Scientific Reports, 12（1）, 
12452, doi:10.1038/s41598-022-15400-6, 2022.06.21

Igarashi,�Y.,�Kondo,�S.,�Kida,�S.,�Aibara,�M.,�Kaneko,�M.�and�Uchikoba,�F.:�Mandibular�premolar�identification�system�

based on a deep learning model, Journal of Oral Biosciences, 64（3）, 321-328, 2022.09

Onishi, T., Komori, O., Ando, T., Fukutomi, M. and Tobaru, T.: Effectiveness of high implantation of SAPIEN 3 in 

preventing pacemaker implantation: A propensity score analysis, Archives of Cardiovascular Disease, 116, 79-87, 

2023

前山 伸也 , 多変数射影演算子法に基づくサブグリッドスケール項の評価とモデリング , 日本物理学会2022年
秋季大会 , 東京工業大学 , 2022.09.13

前山 伸也 , 三分 一史和 , 射影演算子法による統計的時系列データ解析とその応用 , 統計数理研究所共同研究
集会「諸科学における統計思考」, 統計数理研究所 , 2022.08.29

前山 伸也 , 多変量線形射影演算子法 Pythonパッケージのオープンソース公開
冨高 辰一郎 , なぜ抑うつは指数分布に従うのか , 星和書店 , 東京 , 139ページ , 2022.11.07

岩松 準 , 官庁営繕事業における積算基準を改定しました～公共建築工事の適正な予定価格の設定に向けて
～ , 国土交通省 2023年3月30日報道発表資料

【データサイエンス・リサーチプラザ】

　受託研究員制度を利用し，統計思考院に一定期間滞在し統数研の研究環境を利用して研究活動を行う制
度（有料）。
　令和4年度の受入はなかった。
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【夏期大学院】

　統計数理研究所運営会議の外部委員や統計関連学会関係者からのご提案を受けて平成18年度より開催す
る，大学院生および学生のための夏の学校。令和4年度の開催は以下の通り。平成26年度から，公募型人材
育成事業の採択課題のひとつを夏期大学院として連続して開催している。

日程：2022年8月8日（月）～ 10日（水）
場所：プラザホテルむつ（青森県むつ市）
テーマ：データ同化夏の学校
オーガナイザー：中野　慎也（統計数理研究所）

　講師・チューター　
伊藤　耕介（琉球大学理学部）
上野　玄太（統計数理研究所）
碓氷　典久（気象庁気象研究所）
榎本　剛（京都大学防災研究所）
大石　俊（理化学研究所計算科学研究センター）
川﨑　能典（統計数理研究所）
高山　勝巳（いであ株式会社）
中野　慎也（統計数理研究所）
広瀬　直毅（九州大学応用力学研究所）
広瀬　成章（気象庁気象研究所）
藤井　陽介（気象庁気象研究所）
山﨑　哲（海洋研究開発機構）

参加者数：68名 （受講者 41名，講師・チューター 12名，オンライン聴講 15名）

【統計思考院セミナー】

　人材育成の一環として，統計思考院に在籍する若手研究者，シニア研究者が共に議論するセミナーを実
施している。

清水 邦夫・柏木 宣久・池森 俊文：2021年度共同研究スタートアップ総括，2022.4.28

Ziqing Dong（Institut de Statistique, Université de Neuchâtel）：The�unification�of� income� inequality� indices� and�

linearization on the Bonferroni index，2022.7.26

佐久間 紀佳（名古屋市立大学）：非可換確率論からのアウトライヤーへのアプローチ，2022.7.28

Fangyuan Zhang（EURECOM）：Intergenerational�Risk�Sharing�in�a�Defined�Contribution�Pension�System:�Analysis�

with Bayesian Optimization，2022.9.29

Hsin-Hsiung Huang（University of Central Florida）：Bayesian methods: ultrahigh dimensional variable selection for 

generalized linear models and spatiotemporal data modeling, 2023.3.16
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【統計教育関連事業】

・統計データ分析コンペティション2022（共催）
　エントリー期間：2022年5月10日～ 8月10日
　受賞論文決定・発表：2022年10月18日

・第15回 データビジネス創造コンテスト ～ Digital Innovators Grand Prix （DIG）15～（後援）
　募集期間：2022年6月10日～ 2022年8月10日
　日程：2022年9月25日（本選発表会・審査会・表彰式）
　会場：慶應義塾大学日吉キャンパスとオンラインのハイブリッド開催

・第16回 データビジネス創造コンテスト ～ Digital Innovators Grand Prix（DIG）16～（後援）
　募集期間：2022年11月25日～ 2023年2月1日
　日程：2023年3月11日（本選発表会・審査会・表彰式）
　会場：慶應義塾大学三田キャンパスとオンラインのハイブリッド開催

【統計教育関係の教材および動画配信】

　教材
令和4年度に以下の教材を作成し，オンライン講座受講生に公開した。

　【一般講座】
講座 A「多変量解析法」
講師：馬場　康維（統計数理研究所），清水　信夫（統計数理研究所），今泉　忠（多摩大学）

講座 B「Rによる時空間モデリング入門」
講師：村上　大輔（統計数理研究所）

　【リーディング DAT 講座】
　 ＜ L-A. データサイエンスの基礎＞
最尤推定の周辺（1）さまざまな分布 / 最尤法
講師：矢野　恵佑（統計数理研究所）

最尤推定の周辺（2）推定値のばらつき / 尤度比検定
講師：矢野　恵佑（統計数理研究所）

回帰分析（1）単回帰
講師：日野　英逸（統計数理研究所）

回帰分析（2）重回帰
講師：日野　英逸（統計数理研究所）
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因果と相関
講師：立森　久照（慶應義塾大学医学部医療システムイノベーション寄附講座）

回帰分析と因果推論
講師：立森　久照（慶應義塾大学医学部医療システムイノベーション寄附講座）

モデル選択と AIC（1）
講師：二宮　嘉行（統計数理研究所）

モデル選択と AIC（2）
講師：二宮　嘉行（統計数理研究所）

一般化線形モデル
講師：二宮　嘉行（統計数理研究所）

　 ＜ L-B. 統計モデリング入門＞
「統計モデリングの基礎と応用̶線形モデルから階層ベイズへ̶」
講師：深谷　肇一（国立環境研究所）

「状態空間モデルによる時系列解析̶KFASによる実践モデリング」
講師：野村　俊一（早稲田大学）

　 ＜ L-S1. 決定木とアンサンブル学習の基礎と実践＞
講師：瀧川　一学（理化学研究所，北海道大学）

　Youtube
・2023年4月3日時点で公開中の動画。カッコ内は公開開始年度と2023年4月3日現在の累計再生数

A. R言語に関する補足（2022年度公開，765回）
講師：川崎　能典（統計数理研究所）

B. 確率に関する補足資料（2022年度公開，408回）
講師：伊庭　幸人（統計数理研究所）

C. 2項分布・多項分布・ポアソン分布（2022年度公開，437回）
講師：伊庭　幸人（統計数理研究所）

パート1解説（2022年度公開，628回）
講師：伊庭　幸人（統計数理研究所）

1. 記述統計（1）データの可視化と要約（2022年度公開，1498回）
講師：川崎 能典（統計数理研究所）
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2. 記述統計（2）変数間の関連の把握（2022年度公開，524回）
講師：立森　久照（統計数理研究所）

3. 因果と相関（2022年度公開，600回）
講師：立森　久照（統計数理研究所）

4. 推測統計への導入（1）ブートストラップ法 /並べ替え検定（2022年度公開，1466回）
講師：伊庭　幸人（統計数理研究所）

5. 推測統計への導入（2）確率変数の期待値・分散・共分散（2022年度公開，367回）
講師：伊庭　幸人（統計数理研究所）

6. 推測統計への導入（3）誤差の√ N則と標準誤差（2022年度公開，266回）
講師：伊庭　幸人（統計数理研究所）

パート2解説（2022年度公開，188回）
講師：伊庭　幸人（統計数理研究所）

7. 2項分布に関する推測（2022年度公開，463回）
講師：伊庭　幸人（統計数理研究所）

8. 正規分布（1）基本性質と中心極限定理（2022年度公開，437回）
講師：坂田　綾香（統計数理研究所）

9. 正規分布（2）正規分布に関する推測（2022年度公開，210回）
講師：坂田　綾香（統計数理研究所）

10. 仮説検定（1）基礎事項の復習：t検定を例として（2022年度公開，323回）
講師：川崎　能典（統計数理研究所）

11. 仮説検定（2）検出力，2標本問題（2022年度公開，367回）
講師：川崎　能典（統計数理研究所）

12. 仮説検定（3）カイ2乗検定，全体の注意点とまとめ（2022年度公開，214回）
講師：川崎　能典（統計数理研究所）

ブートストラップ法の原理についての補足（2022年度公開，587回）
講師：伊庭　幸人（統計数理研究所）

ブートストラップ法の実践に関する補足（2022年度公開，291回）
講師：伊庭　幸人（統計数理研究所）
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推測統計全般に関する補足（2022年度公開，116回）
講師：伊庭　幸人（統計数理研究所）

2項分布に関する推論についての補足（2022年度公開，210回）
講師：伊庭　幸人（統計数理研究所）

主成分分析（2022年度公開，520回）
講師：伊庭　幸人（統計数理研究所）

主成分分析 1 改訂版（2017年度公開，16271回）
講師：馬場　康維（統計数理研究所）

主成分分析 2 改訂版（2017年度公開，4811回）
講師：馬場　康維（統計数理研究所）

主成分分析 3 改訂版（2017年度公開，2858回）
講師：馬場　康維（統計数理研究所）

回帰分析 1 改訂版（2016年度公開，6546回）
講師：馬場　康維（統計数理研究所）

回帰分析 2 改訂版（2016年度公開，2503回）
講師：馬場　康維（統計数理研究所）

回帰分析 4 改訂版（2016年度公開，3324回）
講師：馬場　康維（統計数理研究所）

回帰分析 3（2015年度公開，2367回）
講師：馬場　康維（統計数理研究所）

強化学習講義（2014年度公開，18901回）
講師：牧野　貴樹（東京大学）

インターネットと脳（2014年度公開，4709回）
講師：池上　高志（東京大学）

State Space Methods in Neuronal Data Analysis Part 1（2014年度公開，1091回）
講師：Zhe Chen（MIT）

State Space Methods in Neuronal Data Analysis Part 2（2014年度公開，297回）
講師：Zhe Chen（MIT）
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State Space Methods in Neuronal Data Analysis Part 3（2014年度公開，355回）
講師：Zhe Chen（MIT）

カーネルベイズ講義（2014年度公開，24930回）
講師：福水　健次（統計数理研究所）

情報幾何講義（午前）（2014年度公開，23880回）
講師：甘利　俊一（理化学研究所）

情報幾何講義（午後）（2014年度公開，5820回）
講師：甘利　俊一（理化学研究所）

階層ベイズ＆MCMC講義（2014年度公開，44439回）
講師：久保　拓弥 （北海道大学）

音楽情報処理が切り拓く未来（2014年度オープンハウス特別講演）（2014年度公開，1311回）
講師：後藤　真孝（産業技術総合研究所）

MCMC講義（2014年度公開，37085回）
講師：伊庭　幸人（統計数理研究所）

レプリカ交換MCMC講義（2014年度公開，4974回）
講師：伊庭　幸人（統計数理研究所）

・データサイエンティスト育成クラッシュコース
https://www.ism.ac.jp/shikoin/training/dstn/crashcourse.html

2023年4月3日現在
チャンネル登録数：743

視聴回数：28365回（9コンテンツの合計）

【統計エキスパート人材育成プロジェクト】

　「統計エキスパート人材育成コンソーシアム」の中核機関である統計数理研究所の大学統計教員育成セン
ターでは，参画機関から推薦された育成対象者を統計教員に育成する研修を実施するとともに，参画機関
における統計エキスパート育成システムの構築を支援している。この中で，情報共有のためのワークショッ
プや講演会を行い，必要に応じて資料配布および動画配信を行っている。

　＜第 1 期大学統計教員育成研修＞
2021年10月～ 2023年9月　実施
　育成対象者（統計学が専門でない若手研究者）を大学統計教員として育てることを目的としている。大
学統計教員育成センター 6名のメンターにより第1期研修生12名の指導を行っている。主な内容は，以下
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のとおり。
・模擬講義の繰返しを通して，大学統計教員としての教育力を養う。
・メンターとの対面講義や特別講義を通して，基礎から高度な統計学までを修得する。
・研修部内のメンバーによる共同研究や教材開発を行う。
・外部から依頼のあったコンサルティングをメンターと共に行う。

　＜ワークショップ＞
第1回「大学統計教員育成センター設立を記念して」
2022年2月1日（15:30～ 18:00）開催

・ごあいさつ
藤井　良一（情報・システム研究機構 機構長）

川口　悦生（文部科学省研究振興局 情報担当参事官）

・本コンソーシアムが目指す統計エキスパート育成システムの構築と諸外国における取組例
椿　広計（統計数理研究所 所長）

・統計エキスパート育成システムの構築に向けた取組例・取組の方向性
狩野　裕（大阪大学 大学院基礎工学研究科 教授）

矢部　博（東京理科大学 データサイエンスセンター センター長）

青木　茂樹（順天堂大学 大学院医学研究科医科学専攻 データサイエンスコース コース長）

竹村　彰通（滋賀大学 大学院データサイエンス研究科 研究科長）

・ディスカッション

第2回「なぜ今，統計エキスパート育成か」
2022年8月31日（14:00～ 16:10）　開催

・なぜ今，統計エキスパート育成か？
　椿　広計（統計数理研究所 所長）

・英国における統計教育をめぐる動向
　小林　信一（広島大学高等教育研究開発センターセンター長）
・統計エキスパートの育成に向けて
　「大学統計教員育成研修と参画機関との連携」
　　国友　直人（統計数理研究所大学統計教員育成センター特任教授）
　「情報データ科学部創設の現状と目指すもの」
　　西井　龍映（長崎大学情報データ科学部学部長）
　「5万人の学生を対象とした統計教育 ～統計エキスパート育成に向けて～」
　　堀井　俊佑（早稲田大学データ科学センター准教授）
・ディスカッション
　「統計エキスパート育成をどのように進めるか？」

　＜海外統計教育講演会の動画配信＞
　海外の統計データサイエンス教育第一人者による招聘講演会（統計エキスパート人材育成コンソーシア
ム FD講演会）をオンライン開催し，資料および動画を配信した。（一般財団法人 統計質保証推進協会 委
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託事業）

〇第1回 統計エキスパート人材育成コンソーシアム FD講演会
日　時：2021年12月3日（金）午前8時～ 9時30分
講演者：国際統計協会（ISI）元会長
　　　　Helen MacGillivray（ヘレン・マクギリブレイ）教授
演　題：『Teaching Statistics and Data Science: an international perspective 

　　　　（統計・データサイエンス教育の国際的展望）』

〇第2回 統計エキスパート人材育成コンソーシアム FD講演会
日　時：2022年2月23日（水）午後7時～ 8時30分
講演者：王立統計学会元会長・ケンブリッジ大学数理科学センター・統計研究所
　　　　Sir David Spiegelhalter（デビッド・シュピ－ゲルホルター）名誉教授
演　題：『Statistics for data science: what are the essentials?

　　　　（データサイエンスのための統計学：何を必須とするのか？）』

〇第3回 統計エキスパート人材育成コンソーシアム FD講演会
日　時：2022年3月2日（水）午前8時～ 9時30分 

講演者：アメリカ統計学会元会長・カリフォルニア大学統計学部
　　　　Jessica Utts（ジェシカ・アッツ）教授
演　題：『Some Issues in Data Science and Statistics Education

　　　　（データサイエンスと統計学の教育におけるいくつかの問題点）』

【学生訪問プログラム】

　統計数理研究所の概要説明や研究者による研究紹介，施設見学を行い統計数理科学の世界に触れてもら
う機会を設けている。新型コロナ感染症感染拡大予防のためオンラインで実施。

東京経済大学
日程　2023年1月18日（水）
参加人数　9名（経済学部・経営学部2年次～ 4年次）
プログラム
　研究所の概要紹介 宮里　義彦
　講義「分析例を通じて知るデータサイエンスの世界」 川崎　能典
　スーパーコンピュータ見学ツアー動画視聴

【統数研データサイエンス・ハイスクール】

　中・高校生を対象に実社会や実生活の中で遭遇する課題に対して統計的思考力，判断力，新たな発想力
を養う学びの場を提供。



200

　自分で発見した問題や現時点での自分の知識・情報では解決できない具体的な課題を有している学生，
実社会の様々な現象に対する主体的・能動的な探求欲を有する学生に研究者が統計数理科学に関する講義
やアドバイスを行う。新型コロナ感染症感染拡大予防のためオンラインで実施。

兵庫県立兵庫高等学校
日程　2022年8月1日（月）
参加人数　2学年24名
プログラム
　研究所の概要紹介 山下　智志
　研究紹介「統計学の原理・方法と実科学への応用」 野間　久史
　スーパーコンピュータ見学ツアー動画視聴

＊「東京未来フロンティアツアー代替研修」オンライン講義として実施

【広報活動】

　本研究所が発行する刊行物としては，まず学術研究成果の発表の場として欧米機関誌「Annals of the 

Institute of Statistical Mathematics（AISM）」及び和文機関誌「統計数理」がある。また，本研究所の活動紹
介のため本年報，「統計数理研究所要覧（日本語・英語）」「Activity Report」「統計数理研究所ニュース」をは
じめ，各センターのパンフレット類を発行している。ホームページ（https://www.ism.ac.jp/）では，本研究所
の組織や主要刊行物，公開講座や研究集会などのイベント，およびプレスリリースなどの研究成果につい
て情報を発信している。同時に Twitterやインターネット動画サイトなどのメディアの利用にも積極的に取
り組んでいる。またこれらと並行し，オープンハウス等のイベント，子ども向けコンテンツをオンライン
で公開し，統計数理科学の重要性を広く啓蒙することに注力している。

プレスリリース
2022/05/10　オープンハウス2022 「データとシステムの数理が紡ぐ未来社会」 
2022/05/13　天の川銀河中心のブラックホールの撮影に初めて成功
2022/05/13　Astronomers�reveal�first�image�of�the�black�hole�at�the�heart�of�our�galaxy

2022/06/08　新しい高精度シミュレーションが明らかにした星団形成の現場
2022/07/08　第４回「赤池メモリアルレクチャー賞」受賞者及び記念講演が決定
2022/07/11　Announcement of the Awardee of the Fourth Akaike Memorial Lecture Award

2022/08/01  未利用の位置情報付きデータを利活用する世界メッシュ統計基盤を構築 ～多様なデータを
局所的に処理，高速で安価な方式を開発～

2022/10/20　統計数理研究所長の決定について
2022/11/09  全原子古典分子動力学法による高分子物性計算を全自動化する ソフトウェア RadonPyをリ

リース ～高分子材料物性大地図の作成に向けた第一歩～
2022/11/09 �Release of RadonPy: world’s first software that fully automates polymer physical property calculations 

using all-atom classical molecular dynamics simulations ～ First step toward creating a large physical 

property database of polymer materials～
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【コンピュータ】

　近年の計算機，ネットワーク，センサーなどの技術の発達により，大量のデータが継続的に取得・流通・
蓄積されるようになっている。そのようなビッグデータからの知識発見の基盤として統計学を含むデータ
科学の重要性が広く認知されてきた。ビッグデータの効果的な利用は科学技術革新の鍵を握ると考えられ
ており，理論科学・実験科学・計算科学に続く第4の科学としてデータ中心科学が推進されている。このよ
うな状況に鑑み，統計数理研究所では，共同利用のフラッグシップ機として大規模な分散メモリ型システ
ム「統計科学スーパーコンピュータシステム」を導入・運用している。

1．統計科学スーパーコンピュータシステム
　平成30年9月に更新された統計科学スーパーコンピュータシステムは，分散メモリ型のスーパーコン
ピュータであり，ヒューレット・パッカード・エンタープライズ（HPE）社による HPE SGI 8600を中心
に，物理乱数発生装置や大規模共有ストレージシステムなどから構成されている。HPE SGI 8600は376台の
計算ノード（18コア Intel Xeon Gold 6154を2個搭載し主記憶384GB）と8台の GPU計算ノード（18コア Intel 

Xeon Gold 6154を2個搭載し主記憶384GBに加え，GPUとして NVIDIA Tesla P100を4枚搭載）から成り，ノー
ド間は ���� ����	
���で接続されている。合計で13824コア，主記憶容量144TB，外部ディスク容量3.6PB，
システム合計理論性能1.49PFLOPSのシステムである。物理乱数発生装置は，12コア Intel Xeon Gold 6126を
2個搭載し主記憶384GBのノードに乱数発生ボードを4枚備えたサーバ3台で構成されている。そして可視化
表示のために3D表示できる4Kの200インチスクリーンとプロジェクタも備えられている。

図１　統計科学スーパーコンピュータシステム

12 コンピュータ・図書



202

2．共用クラウド計算システム
　各ユーザーが利用しやすく，かつカスタマイズしやすい計算環境を提供するため，共用クラウド計算シ
ステムを令和3年3月に導入した。本システムは，計算ノードとして HPE ProLiant DL385Gen 10 Plusを64台
装備（総理論演算性能154. 0 TFLOPS）し，各ノードには32コア CPU（AMD EPYC 7452）が2台，1TBの主
記憶，実行容量20TBの SSDが搭載されている。

3．データ同化スーパーコンピュータシステム
　近年のデータのサイズの増加は著しい。実際の観測データにとどまらず，シミュレーションやデータ同
化のアウトプットである計算結果データに対しても，そこから知識を得るためには大規模データの解析を
行う必要がある。並列化プログラミングの手間をかけずに大規模データの解析を進めるため，大規模なメ
モリを搭載し，どの CPUからでも利用できる分散共有メモリ型の計算機である，データ同化スーパーコン
ピュータシステムを令和5年3月に導入した。本システムは，計算ノードとして HPE Superdome Flexを2台
装備（総理論演算性能154.8 TFLOPS）し，各ノードには28コア CPU（Intel Xeon Platinum 8280L）が32台，
48TBの主記憶，実行容量880TB の SSDが搭載されている。本システムの1ノードは，文部科学省が中心と
なり推進する HPCI（革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ）事業の計算資源として
提供する予定である。

図２　（左）共用クラウド計算システム（右）データ同化スーパーコンピュータシステム

4．利用可能なソフトウェア
　所内で利用できる商用ソフトウェアとして，Mathematica，MATLAB，SAS，SPSSなどが導入されている。
これらのソフトウェアは，個人の端末で実行したり，各階入出力室に設置されている高性能端末装置，リモー
トから利用可能なアプリケーションサーバーで利用したりできる。

5．ネットワーク
　所内情報網については，研究所の移転に合わせ平成21年3月より立川新研究棟において新規に認証ネット
ワークの構築を開始し，移転完了の平成21年10月より本格運用が始まった。その後統計科学スーパーコン
ピュータシステム Iの導入に伴い機器のリプレースを行った。各研究室に複数配置された1000BASE-Tの情
報コンセントは，10GBASE-SRの幹線を持つ各階あたり数台のフロアスイッチに分散接続され障害に配慮
した設計となっている。これらの有線 LAN は IEEE 802.11a,b,g,n,acをサポートした無線 LANとともに認証
ネットワークを通して提供されている。また平成26年9月に，世界各国の大学等高等教育機関の間でキャン
パス無線 LANの相互利用を実現するローミングサービスである eduroamに参加した。
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　所内情報網は SINETを経由してインターネットと接続され，国内外のサイトに対して高速通信が可能と
なっている。令和4年3月には SINET5接続から SINET6接続に更新され，接続速度が40Gbpsから100Gbpsに
増加した。

6．所内開発ソフトウェアの公開
　統計数理研究所では，ソフトウェアの研究開発に関する報告誌として Computer Science Monographs

（CSM）シリーズを刊行するとともに，ソースコードの公開・提供も積極的に行ってきた。それらのうち
長年好評を博してきた TIMSAC 等は，現在ではオープンソース・フリーソフトウェアの統計解析向けプロ
グラミング言語 Rのパッケージとして，CRAN（The Comprehensive R Archive Network）サイトを通じて提
供している。現状では以下の Rパッケージのほとんどが CRANで公開されており，R Gui, RStudio等から
直接ダウンロードが可能である。それ以外のソフトウェアに関しては，アクセス欄に記載の URLからダウ
ンロードしていただきたい。いずれのソフトウェアも，問い合わせは各開発者に個別にお寄せいただきたい。

【表 1　統計数理研究所が開発した主なプログラム】

プログラム名 説明など アクセス

■ timsac （R package） 時系列データの解析・予測・制御のため
のプログラム。TIMSAC（CSM No. 5, 6, 
11, 22, 23）の一部を Rパッケージにした
もの。BAYSEA（CSM No. 13）も関数と
して含まれる。

https://cran.r-project.org/web/
packages/timsac/index.html
https://jasp.ism.ac.jp/ism/timsac/

■ catdap （R package） カテゴリカルな目的変数に対する最適な
説明変数を自動的に選択するためのプロ
グラム。

https://cran.r-project.org/web/
packages/catdap/index.html
https://jasp.ism.ac.jp/ism/catdap/

■ SAPP （R package） 地震活動などの統計的解析とモデ
リングのためのプログラム（SASE, 
SASeis2006）をRパッケージにしたもの。

https://cran.r-project.org/web/
packages/SAPP/index.html
https://jasp.ism.ac.jp/ism/SAPP/

■ NScluster （R package） ネイマン・スコット型空間クラスターモ
デルのシミュレーションとパラメータ推
定のためのプログラムを R パッケージに
したもの。

https://cran.r-project.org/web/
packages/NScluster/index.html
https://jasp.ism.ac.jp/ism/
NScluster/

■ TSSS （R package） 北川源四郎「FORTRAN77時系列解析プ
ログラミング」（岩波書店 , 1993年）で提
供されていた時系列解析プログラムを R
のパッケージにしたもの。状態空間モデ
ルに基づく解析が可能。

https://cran.r-project.org/web/
packages/TSSS/index.html
https://jasp.ism.ac.jp/ism/TSSS/

■ spmoran （R package） 空間加法混合モデルを高速推定するため
の Rパッケージ。大規模データから空間
効果，グループ効果，非線形効果などを
推定・識別する。

https://cran.r-project.org/web/
packages/spmoran/index.html

■ pimeta （R package） 変量効果によるメタアナリシスの予測区
間を用いた解析のための Rパッケージ。

https://cran.r-project.org/web/
packages/pimeta/index.html

■ scgwr （R package） Pre-conditioningを活用して地理的加重回
帰モデルを線形時間で経験ベイズ推定す
るための Rパッケージ。

https://cran.r-project.org/web/
packages/scgwr/index.html

■ GWmodel （R package） 地理的加重回帰を含む，地理空間データ
のための統計解析手法を幅広く提供する
汎用型の Rパッケージ。

https://cran.r-project.org/web/
packages/GWmodel/index.html
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プログラム名 説明など アクセス

■ treefit （R package） シングルセルの遺伝子発現データから細
胞分化の木構造を構築する。

https://cran.r-project.org/web/
packages/treefit/index.html

■ Treefit for Python https://hayamizu-lab.github.io/
treefit-python/1.0.0/

■ XenonPy 物質構造の記述・学習・生成・合成のた
めのマテリアルズインフォマティクス
ALL-IN-ONEツール。（Pythonライブラ
リ）

https://github.com/yoshida-lab/
XenonPy

■ RadonPy 全原子古典分子動力学シミュレーション
による高分子物性の全自動計算を行う
Pythonを中心としたライブラリ。

https://github.com/RadonPy/
RadonPy

■ Seq-Stack-Reaction 分子と合成経路を同時に自動生成する機
械学習アルゴリズムの Pythonライブラ
リ。

https://github.com/qi-zh/Seq-
Stack-Reaction

■ KRFO 関数出力変数カーネル回帰の Pythonプ
ログラム。

https://github.com/yoshida-lab/
XenonPy/blob/master/samples/
kernel_neural_network.ipynb

■ CSPML 機械学習アルゴリズムによる結晶構造予
測の Pythonプログラム。

https://github.com/Minoru938/
CSPML

■ Sobolev transport グラフ距離空間上の確率分布の比較の
ための最適輸送の変種として，スケー
ラブルにソボレフ輸送距離を計算する
MATLABプログラム。

https://github.com/lttam/
SobolevTransport

■Unbalanced Sobolev transport グラフ距離空間上の総質量が異なる分布
間に対して，スケーラブルに不均衡ソボ
レフ輸送距離を計算するMATLABプロ
グラム。

https://github.com/lttam/
UnbalancedSobolevTransport

■ Jasplot 対話的統計グラフィックスの Javaライブ
ラリ。

https://jasp.ism.ac.jp/jasplot/
index.html

■ SASE 点過程解析のための Fortranソースコー
ド集。（CSM No. 32）

https://www.ism.ac.jp/editsec/
csm/index_j.html

■ SASeis2006 地震活動解析のためのFortranソースコー
ド集。（CSM No. 33）

■ Neyman-Scott Cluster ネイマン・スコット型空間クラスターモ
デルのシミュレーションとパラメータ推
定。（CSM No. 34）

■ HIST-PPM 地震活動の推定・短期予測・シミュレー
ションのための Fortran および Rのソー
スコード集。（CSM No. 35）

■ Ardock TIMSAC によるシステム解析を対話的
に行えるようにしたプログラム。（CSM 
No. 30）

https://www.ism.ac.jp/ismlib/jpn/
ismlib/soft.html#ARdock

■ DALL 最尤法によるモデルあてはめのための
Davidon法による対数尤度最大化のプロ
グラム。（CSM No. 25）

https://www.ism.ac.jp/ismlib/jpn/
ismlib/soft.html#dall
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図 3　timsac（R package）の実行例

【図書】令和 5.3現在

　統計数理学は広範な研究領域をつなぐ横断的な特性を持っており，統計数理研究所図書室で収集してい
る図書資料も，統計数理学関連だけではなく自然科学から人文・社会科学の分野にわたっている。蔵書の
分野別の内訳は，統計数理学が約39％，数学（統計数理学を除く）が約19％，次いで自然科学（統計数理学・
数学を除く），社会科学等となっている。
　主な利用者は統計数理研究所所属の研究教育職員と総合研究大学院大学統計科学専攻の大学院生だが，
外部の利用者からの資料の問合せや複写依頼にも対応しており，学術・調査研究を目的とする場合は，外
部の利用者にも図書の貸出も認めている。
　また最近の電子資料の普及に伴い，研究活動に必要な電子ジャーナル，電子ブック，データベースの収
集にも努めている。
　図書室の利用や図書資料の検索等については，統計数理研究所ホームページ（URL：https://www.ism.

ac.jp/）の「図書室」に詳しい説明がある。
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